
 
 

平成２７年度 全国保健師長会 ニュース No.４ 

第２回拡大常任理事会報告 

  平成２８年３月運営会議発行 

 

春の到来が待ち遠しい今日この頃ですが、会員の皆様におかれましては、年度末を迎え、お忙しい日々を

送っていることと思います。 

さて、保健師長会ニュースNo４お届けします。今回は、第２回拡大常任理事会報告です。 

 

《 平成２７年度 全国保健師長会第２回拡大常任理事会 》 

◇日時 : 平成２８年３月５日(土)１０:００～１１:３０  

◇会場 : 日本看護協会３０１会議室  

 

【会長挨拶】 

  国では、地域医療構想を進めていますが、私たちが活動する現場において、医療提供体制が変わって 

いくことを前提に公衆衛生看護の専門家として、どう国民の命を守り、安心安全な生活を作るために真 

剣に考えていかなければならないと感じております。北海道から九州までのリーダーが集まる本会にお 

いて検討しながら私たちの活動を発展させていきたいと考えております。 

 

１ 議事・報告 

（１）平成２７年度代議員総会について 

  平成２７年１１月２８日（土）にくまもと県民交流館で開催され、全国から代議員やオブザーバーを

含め２５８人の参加がありました。総会までの取組み、総会の内容、議事録、収支決算、次年度に向け

ての運営にかかる課題について報告がありました。 

 

（２）平成２８年度年間計画について 

 平成２８年度保健師長会活動方針については、「社会の課題に向き合う保健師活動の展開―保健・医 

療・福祉をつなぎ安心して健やかに暮らせるまちづくりの実現―」を活動テーマとし、１．専門性の高 

い公衆衛生看護活動の強化 ２．ブロック、支部活動の強化 ３．中長期的な展望に立った被災地にお 

ける保健師活動の可視化及び各自治体における災害時対策の取り組みの促進 ４．会員数の拡大の４つ 

の柱で取り組んでいきます。また、最重点活動目標等については、次年度の運営会議で検討し、4月２３ 

日の理事会で提示する予定です。 

 

（３）平成２８年度調査研究事業について 

     平成２８年度の調査研究については、現在、募集中であり、３月１０日までの提出期限となってお 

ります。現時点で1件の応募と３件の打診があり、３月２６日の会議で採択をすることとなっており 

ます。 

平成２７年度の調査研究の結果報告については、平成２８年度の各ブロック研修会で報告します。 



 
 

（４）平成２９年度に向けた国への要望について 

平成２９年度に向けた国への要望について、全国から寄せられた意見と各自治体共通の課題を盛り

込み作成した案を基に、意見交換を行いました。 

意見交換では、感染症対策において感染症についての専門性の高さを求められていることから、資

格認証のあり方についてどうあるべきか、各地域での課題も含めた上で国へはどのように要望するべ

きかなどの活発な議論がなされました。 

３月２０日までに意見を聴取し、全国衛生部長会の要望書との整合性を図ると共に内容を精査し、 

４月２３日の理事会にて最終案を諮ることとなりました。 

 

(５)その他 

・健やか親子特別委員会より 

「乳幼児健康診査における必須問診項目の追加に伴う自治体の取り組み状況の調査」について報告

がありました。乳幼児健診の問診項目に児童虐待関連項目が追加されたことに伴い、自治体等から疑

問の声が上がってきていることから、全国保健師長会会員の所属する都道府県及び市町村を対象に調

査を行ったもので３１か所の県及び４４８か所の市町村から回答がありました。結果としては、「表

現が相談につながるものではなく、却って保護者との信頼関係を壊しかねない」などの現場の混乱が

伺える意見もありましたが、その一方で「細やかな支援をするきっかけとして活用している」という

事例も見受けられました。来年度は、児童福祉部門との連携がうまく行っている自治体のヒアリング

等を行っていく予定であります。（調査結果については、ホームページに掲載しておりますのでご覧

ください。） 

・地区担当制に関する調査についての報告 

 平成２６年１２月から２７年１月にかけて運営委員会で実施しました「地区担当制に関する調査」

について報告がありました。まとめと考察として、１．保健師の配置部門ごとの効果的な保健活動体

制の検証 ２．地区担当制、業務分担制についての共通認識の必要性 ３．人材育成、スキルの伝承

の必要性について説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 今回も盛りだくさんの内容であり、まさしく「社会の課題に向き合う保健師活動の展開」を実感した会 

議でした。国への要望についても一言一句を吟味し、裏付けをしっかり持った上での要望は、日々の業

務をする上でも共通するものだと感じました。住民に対してもかくありたいです。  

（作成：広報委員会） 


